
!. はじめに

真核生物と原核生物の細胞学的な違いは, 遺伝
情報の本体である染色体!"#を核に収めている
かどうかである｡ 更に微細なスケールで眺めると,
真核生物の染色体は原核生物にない特徴をもって
いる｡ それは, ヌクレオソームである (図$)｡
ヌクレオソームとは, %種類のヒストンタンパク

質 (&'#, &'(, &), &*) が+分子ずつ集合し
た,量体に, 約-*.塩基対の!"#が超らせんと
して巻き付いた構造である｡ ヒストン分子は, 中
央の顆粒形成領域 (ヒストンコア) ばかりではな
く, そのコア領域から突出したＮ末端やＣ末端部
分にも塩基性アミノ酸を豊富に含む尾部 (ヒスト
ンテイル) をもっている｡ これらの塩基性アミノ
酸は骨格にリン酸をもつ!"#と強い親和性をも
つ｡ このため, 転写調節因子の認識配列を含む
!"#領域にヌクレオソームが形成されると, そ
の転写調節因子が!"#に作用できず, 転写を開
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要 旨
真核生物は, !"#の配列変化によらず細胞の形質を変化させる仕組みである“エピジェ

ネティクス”をもっている｡ 電子顕微鏡観察により密度の高い染色質として知られるヘテ
ロクロマチンは, その中に含まれる遺伝子の発現をエピジェネティックに抑制する染色体
構造である｡ その構造の形成には!"#のシトシン残基のメチル化やヒストンの翻訳後修
飾が関与する｡ ヘテロクロマチン構築メカニズムの理解は, 分裂酵母やハエなどの単純な
モデル生物で先行している｡ 分裂酵母には, 非コード3"#を用いた3"#干渉 (3"#4)
によってヘテロクロマチンを形成する3"#4依存的ヘテロクロマチン形成経路が存在す
る｡ 著者らは最近, この経路に関わる因子として, +つの熱ショックタンパク質 (&5610

と7859) を発見した｡ 本総説では, 3"#4依存的ヘテロクロマチン形成経路について概
論し, その制御因子として熱ショックタンパク質が発見された意義について考察する｡
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